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オ
ホ

オ
ホ
タ
ハ
シ
ョ
ウ
大
桑
底
石
川
郡
に
臨
L
、

利
か
れ
紗
大
桑
郷
の
地
で
あ
る
。
元
邸
元
年
日
吉
祉
の

注
地
に
、
『
加
到
同
大
桑
永
富
岡
張
、
コ
一
枇
御
供
料
開
削

滞
土
寺
御
門
跡
領
。
机
越
年
不
純
付
問
一
跡
。

mw御
用
閥
如

岡
市
。
』
と
あ
る
。
後
悦
に
は
笛
穣
庄
に
大
桑
村
が
存

す
る
。オ
ホ
タ
ハ
ジ
ヨ
ウ
大
桑
城
石
川
郷
町
機
庄
大

換
に
在
っ
た
。
亀
同
記
に
、
こ
の
村
の
城
山
と
い
ふ

所
に
古
織
の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
あ
る
。

オ
ホ
タ
ハ
ミ
ツ
ユ
キ
穴
桑
光
行
白
山
本
宮
の

制
中
.
職
。
隼
車
分
脈
に
は
林
六
郎
光
明
の
弟
大
桑
三

郎
利
光
の
男
で
、
住
民
小
三
郎
光
行
と
見
え
る
。
白

山
富
旋
般
競
巾
記
録
に
、
謀
総
三
年
四
周
什
七
日
大

桑
讃
岐
次
郎
党
行
被
ν
補
-
一
白
山
前
市
職
-
柄
。
是
雌
v

非
-
一
重
代
「
依
-
一
米
永
大
夫
氏
澄
之
龍
一
故
欺
o』
ま
た

『
天
爾
二
年
八
局
十
入
日
大
桑
殿
常
宮
跡
中
山
職
任
繍

到
来
。
一
蹴
』
と
あ
っ
て
、
上
道
氏
援
の
後
を
加
盟
い
だ

も
の
で
あ
る
。
光
行
の
次
代
は
延
郎
元
年
上
治
氏
蛾

が
之
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

オ
ホ
タ
ハ
ヤ
大
桑
屋
金
持
川
上
新
町
に
於
け

る
梢
造
家
で
あ
っ
た
。
鑓
興
記
に
も
、
円
手
保
七
年
二

用
十
九
日
践
入
学
時
附
川
川
上
新
町
大
桑
極
安
兵
衛

と
い
ふ
酒
屋
と
あ
や
め
坂
と
の
側
、
足
酬
明
町
約
き
の

町
家
二
軒
焼
失
。
』
と
あ
り
、
そ
の
後
も
鍛
代
辿
納
し

て
酪
績
を
業
と
し
て
ゐ
た
。

オ
ホ
タ
ハ
ヤ
カ
タ
大
桑
館
石
川
榔
大
桑
領
に

大
桑
三
一
郎
利
光
が
府
た
と
い
ふ
航
跡
が
あ
る
。

オ
ホ
タ
ポ
大
窪
河
北
郷
井
上
院
に
崩
す
る
部

前
。オ
ホ
ク
ポ

字。
オ
ホ
タ
ポ

大
久
保

鳳
京
都
別
mm
谷
の
内
の
小
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一二

O

内
の
小
字
。

オ
ホ
タ
ポ
イ
へ
ナ
ガ
大
窪
家
長
越
資
質
三
州

志
に
、
大
経
・
似
左
衛
門
家
長
は
そ
の
先
山
城
凶
嵯
峨

か
ら
出
た
。
長
事
の
比
家
長
石
川
郡
安
吉
村
に
住

L

て
安
吉
氏
を
抑
制
し
、
手
取
川
遊
四
高
石
を
分
領
し

て
、
河
原
組
一
授
の
隊
締
で
あ
っ
た
。
故
に
今
も
相

河
村
・
石
立
村
訟
を
四
高
石
捕
と
泊
脱
す
る
。
天
文

二
十
年
家
長
剃
髪
し
て
、
務
土
寺
了
織
と
稽
し
た
。

家
長
の
長
子

f
明
も
出
家
し
、
二
子
は
大
窪
忠
左
衛

門
安
治
で
あ
り
、
家
長
の
妥
は
富
樫
政
親
の
家
老
山

川
容
河
守
の
妹
で
あ
る
。
安
吉
械
は
天
文
十
九
年
家

忠
の
妨
怨
笹
川
大
炊
先
に
誠
り
、
河
原
組
の
将
た
ら

し
め
た
と
o
X安
吉
村
の
内
に
お
わ
ん
凶
の
あ
る
は
、

家
長
の
女
お
わ
ん
の
屋
蚊
跡
で
あ
る
と
も
い
ふ
。

オ
ホ
タ
ポ
ヨ
ウ
大
窪
行
字
は
天
民
‘
鋭
は
詩

倒
。
常
陸
の
人
。
山
本
北
山
に
感
ん
だ
。
詩
備
詩
を

以
て
海
内
に
杖
を
曳
い
た
が
、
そ
の
初
め
て
金
裸
に

来
た
の
は
文
政
四
年
九
用
で
、
中
村
碧
山
の
家
に
前

し
、
銀
年
春
を
以
て
江
戸
に
向
か
ひ
、
七
年
一
舟
び
来

っ
て
野
村
倒
卒
の
家
に
身
を
寄
せ
、
逢
に
去
っ
て
秋

田
務
に
制
を
糖
い
た
。
北
遊
詩
草
は
岡
平
が
詩
備
の

作
を
上
木
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
倫
堂
文
民
帯
林
珠
・

大
夫
縦
山
致
賞
最
も
傑
く
隙
仰
と
親
交
が
あ
っ
た
。

オ
ホ
タ
ポ
ス
ケ
ザ
Z

モ
ン
大
窪
助
左
衛
門
初

め
て
前
川
利
常
に
仕
へ
て
百
五
十
.bを
領
し
た
。
そ

の
子
膝
右
衛
門
は
射
手
科
共
二
一
白
石
を
受
け
、
元
総

元
年
夜
し
、
後
務
組
織
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

オ
ホ
ク
ボ
タ
ロ
ベ
Z

大
窪
太
郎
兵
衛
磯
首
七

十
一
告
で
蛍
形
奉
行
を
勤
め
て
ゐ
た
が
、
私
自
の
罪
に

よ
っ
て
延
賢
三
年
創
首
せ
ら
れ
、
そ
の
子
二
人
は
自

殺
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
黛
奥
の
好
商
大
橋
屋
八
郎
右
衛

門
・
松
本
屋
藤
右
衛
門
・
銀
先
屋
宇
兵
衛
の
三
人
も
亦

オ
ホ
タ
ポ
ナ
ホ
ヒ
ロ
大
久
保
直
探
初
詩
安
治
、
二
曾
祉
の
経
倍
す
る
腕
と
な
っ
た
。
こ
の
期
間
を
慨
に

遁
稼
宇
兵
衛
。
知
行
四
百
石
。
貞
享
三
年
商
附
町
奉
一
大
破
紫
と
名
づ
け
る
。

行
、
元
緑
七
年
御
馬
廻
使
番
、
貿
永
七
年
小
松
番
頭
一
オ
ホ
タ
ラ
シ
ョ
ウ
サ
イ
夫
議
松
跨
又
仰
讃
と

に
任
じ
、
事
保
十
一
年
十
一
周
七
十
九
歳
で
夜
し
た
。
一
・
も
枕
し
た
。
泊
稽
延
年
。
江
泊
郡
山
代
の
人
。
家
は

際
吉
之
助
承
組
隊
三
の
一
中
、
事
保
十
五
年
早
世
し
一
鍍
泉
宿
を
業
と
し
た
が
、
壊
を
好
み
、
詩
文
に
長
じ
‘

て
家
断
絶
し
た
0

・
一
和
紙
俳
句
書
蹄
の
類
に
京
る
ま
で
可
な
ら
ざ
る
は
な

オ
ホ
タ
ポ
ヤ
ス
ハ
ル
大
窪
安
治
沼
稽
忠
左
衛
一
か
っ
た
。
松
溺
性
倍
漉
に
し
て
、
名
利
の
宋
に
拘
ら

門
又
は
五
郎
左
衛
門
。
一
向
一
授
の
将
安
音
源
左
衛
一
ず
、
人
に
接
し
て
親
切
、
札
つ
抱
容
の
鼠
が
あ
っ
た
。

門
家
長
の
次
男
で
、
後
に
前
倒
利
家
に
仕
ヘ
、
子
涼
一
明
治
初
年
の
頃
寺
子
屋
を
聞
き
、
名
づ
け
て
以
文
郎

器
に
世
襲
し
た
。
系
論
に
本
凶
委
河
と
あ
る
も
の
一
と
言
ひ
、
孜
々
と
し
て
般
へ
て
倦
ま
ず
。
時
人
其
の

は
、
曾
て
賊
魁
で
あ
っ
た
こ
と
を
.
蔽
う
た
も
の
で
あ
一
県
徳
を
磁
ひ
敬
を
秘
ふ
も
の
が
多
か
っ
た
。
明
治
品
川

ら
う
。
そ
の
後
爾
は
氏
を
大
久
保
と
改
め
、
代
々
滞
一
年
十
二
周
二
十
一
日
夜
、
事
年
七
十
二
。

に

仕

へ

た

。

一

オ

ホ

タ

ラ

ジ

ン

ジ

ヤ

大

蔵

紳

祉

鳳

.

余

郡

泊

凶

オ
ホ
タ
マ
大
熊

.q
シ
河
北
郡
笠
野
郷
に
鴎
一
に
鎮
座
す
る
o
式
内
等
笛
枇
記
に
、
『
大
政
神
位
。
阿

す

る

部

第

…

。

一

停

郷

拙

凶

村

銀

座

。

郷

内

十

七

箇

村

之

惣

枇

。

祭

跡

オ
ホ
グ
ミ
大
組
大
組
足
騒
の
腕
住
地
を
い
ふ
。
一
菊
理
卿
.
命
。
』
と
あ
る
。

三
組
あ
っ
て
、
一
組
は
大
衆
誕
の
大
組
、
二
組
は
石
一
オ
ホ
タ
ラ
ダ
ケ
大
倉
岳
能
楽
部
局
小
肢
の
東

坂
の
大
組
で
、
そ
の
石
坂
の
大
組
を
四
丁
目
の
組
・
六
一
雨
に
在
る
。
六
五
一
米
。
山
慨
第
三
紀
脳
。

丁
目
の
組
と
穂
し
、
或
は
上
の
組
・
下
の
組
と
も
講
一
オ
ホ
タ
ラ
ヤ
マ
大
倉
山
石
川
郡
針
谷
の
東
方

し

た

。

一

に

あ

っ

て

、

越

中

間

礎

波

郷

に

跨

る

。

高

さ

一

0
0

オ
ホ
グ
ミ
ア
シ
ガ
ル
大
組
足
軽
延
質
二
年
四
一
一
北
米
。
山
間
石
英
粗
商
場
。

用
九
日
初
め
て
阿
部
茜
右
衛
門
・
村
上
小
七
郎
・
北
川
一
オ
ホ
グ
リ
大
磁
凪
京
消
剣
地
の
地
先
海
中
に

庄
右
衛
門
の
三
人
に
各
一
組
奥
力
一
乱
入
、
足
醗
七
十
一
あ
る
岩
磁
。

人
内
小
頭
十
人
、
手
替
十
人
の
内
五
人
は
顕
に
下
さ
一
オ
ホ
ケ
ン
ダ
ヒ
ラ
大
け
ん
平
川
拘
付
珠
洲
榔

れ
、
小
頭
は
切
米
三
十
五
俵
、
平
組
は
二
十
五
俵
と
一
二
子
の
部
務
か
ら
四
方
に
在
る
山
。

L
、
一
組
合
千
八
百
五
十
俵
と
定
め
て
、
専
ら
餓
抱
一
オ
ホ
ゴ
ウ
ヤ
マ
大
郷
山
風
京
都
伶
良
部
務
の

を
修
練
せ
し
め
ら
れ
た
。
同
三
年
こ
周
役
料
百
石
宛
一
商
方
に
在
る
山
。
高
さ
六
一
一
一
米
。
山
恨
第
三
紀
M

問。

を
賜
う
た
が
、
北
川
は
小
様
で
あ
る
か
ら
特
に
二
百
一
オ
ホ
ゴ
シ
ョ
ウ
グ
ミ
大
小
持
組
古
へ
は
御
小

石
を
奥
へ
、
五
年
=
一
周
阿
部
・
村
上
の
料
知
も
百
石
一
持
組
と
い
っ
た
が
、
何
時
の
比
か
ら
御
大
小
勝
組
と

と
し
て
、
爾
後
の
制
と
な
っ
た
。
一
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
た
ど
組
踊

オ
ホ
ク
ラ
ガ
マ
大
騒
襲
明
治
四
年
江
泊
郡
山
一
の
み
は
い
つ
ま
で
も
御
小
綿
磁
と
い
っ
て
ゐ
た
。
初

代
な
る
九
谷
本
窯
を
醸
し
た
時
、
大
路
鳳
欝
築
は
塚
谷
一
め
は
総
員
数
を
惣
組
顕
が
打
込
み
支
足
し
た
が
、
天

T
Q
L
・-、
L』


